
現
在
揖
斐
川
町
で
は
、
近
鉄
養
老
線
、
樽
見
鉄
道
樽
見
線
の
２

本
の
鉄
道
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
な
ど
で
鉄
道
の
利
用
者
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

町
に
は
、
か
つ
て
名
鉄
揖
斐
線
、
名
鉄
谷
汲
線
も
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
１３
年
１０
月
に
揖
斐
、
谷
汲
ま
で
の
路
線
が
廃
線
（
平
成

１７
年
４
月
に
名
鉄
揖
斐
線
全
線
が
廃
線
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
あ
る
公
共
交
通
機
関
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
も
、
積
極
的

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

鉄
道
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
は
、
高
齢
者
、
児
童
・
生

徒
、
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
な
ど
の
交
通
弱
者

の
「
足
」
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

公
共
交
通
機
関
の
利
用
者
減
少
は
、利
便
性
の
悪
化（
運
行
本
数

の
減
少
な
ど
）、ま
た
は
廃
線
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
近
鉄
養
老
線
、
樽
見
鉄
道
樽
見
線
な
ど
の
鉄
道
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
併
せ
て
、
駅
へ
は
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
環
境
に
や
さ
し
い

自
動
車
か
ら
は
、
燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
）
を
燃
や
す
こ

と
で
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
は
、
多
く
の
人
や
物
が
一
度
に
輸
送
で

き
る
の
で
効
率
的
で
、
排
出
ガ
ス
の
削
減
が
で
き
ま
す
。

・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応

町
で
も
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
鉄
道
な

ど
の
公
共
交
通
機
関
は
交
通
弱
者
の
方
で
も
安
心
し
て
外
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
自
動
車
な
ど
と
比
べ
事
故
に

遭
う
こ
と
も
少
な
く
、
安
全
性
が
高
い
で
す
。

・
時
間
が
正
確

自
動
車
で
の
移
動
は
、
事
故
や
渋
滞
な
ど
で
予
定
通
り
に

い
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
は
ダ
イ
ヤ
ど
お
り
に
運

行
さ
れ
、
心
に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
自
ら
の
健
康
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
は
現
在
地
か
ら
目
的
地
近
く
ま
で
の
移
動
を
可
能

と
し
便
利
で
す
が
、
健
康
に
は
欠
か
せ
な
い
「
歩
く
」
機
会

を
奪
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
で
の
移
動
は
、
バ
ス
停
や
駅
ま
で

な
ど
、
適
度
な
運
動
を
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

鉄
道
を
使
う
と
よ
い
と
こ
ろ

揖斐駅に入る近鉄養老線

風鈴で訪れる人を迎えます

近鉄 揖斐駅
ここから大垣駅、桑名方面まで行けます

また、バスを使えば、谷汲、春日、久瀬、藤橋、坂内方面へも行けます

谷汲口駅に入る樽見鉄道樽見線

観光客にも利用されています
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